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【２】たかす議会だより　　　　　　　　　171 号

人　

事

報　

告

第２回

定例会
6月19日

　第２回定例会は６月１９日の１日間
の会期をもって開催し、４名の一般質
問（４～７ページ）のほかに条例など
を審議し、原案のとおり可決しました。
　議会からは１件の意見書を関係機関
に提出しました。

田植えの様子

　
「
北
海
道
主
要
農
作
物
種
子

条
例
の
制
定
に
関
す
る
意
見

書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

わ
が
国
の
食
と
農
を
支
え
て

き
た
主
要
農
作
物
種
子
法
が
平

成
30
年
４
月
１
日
に
廃
止
さ
れ
、

今
後
、
稲
・
麦
・
大
豆
な
ど
の

種
子
価
格
の
高
騰
、
地
域
条
件

等
に
適
合
し
た
品
種
の
生
産
・

普
及
な
ど
の
衰
退
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
種
子
を
民
間
に
委
ね

た
場
合
、
長
期
的
に
は
世
界
の

種
子
市
場
を
独
占
す
る
遺
伝
子

組
換
え
企
業
が
日
本
の
種
子
市

場
を
支
配
し
て
い
く
懸
念
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
海
道
の

主
要
農
作
物
の
優
良
な
種
子
の

安
定
供
給
や
品
質
確
保
の
取
組

を
後
退
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
農

業
者
や
消
費
者
の
不
安
払
拭
の

た
め
に
北
海
道
独
自
の
種
子
条

例
を
制
定
す
る
よ
う
、
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

提
出
先　

北
海
道
知
事

提
出
議
員　

中
家　

彰

賛
成
議
員　

舟
根　

輝
好

提
出
し
た
意
見
書
の
全
文
は
鷹

栖
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

■
平
成
29
年
度
鷹
栖
町
土
地
開

発
公
社
事
業
及
び
収
支
決
算
並

び
に
平
成
30
年
度
事
業
計
画
及

び
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
29
年
度
鷹
栖
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方

の
推
薦
に
つ
い
て
諮
問
が
あ
っ

た
の
で
、
適
任
と
答
申
し
ま
し

た
。

　

紺
野　

弘
克　

氏　
（
再
任
）

　
　
　
　
　
（
北
１
条
２
丁
目
）

物制定に関する意見書を提出

意
見
書

食
と
農
を
守
る

こ
ん　
の

ひ
ろ
か
つ



たかす議会だより　　　　　　　　　171 号

補
正
予
算

契　

約

条
例
改
正

第２回

定例会

一般会計

総 務 費

土 木 費

教 育 費

庁内OA推進事業・ふるさとワーキングホリデー事業の費用の増額ほか

車両修繕費の増額ほか 

図書室の書籍購入費の増額（寄附） 

1157万円

365万円

592万円

200万円

58億8346万円 58億9503万円

内　
　

訳

補正額 補正前の額 補正後の額

北海道町村議会議長会表彰
　鷹栖町議会副議長　植西辰義議員が町村議
会議員として15年以上務めたことにより、
北海道町村議会議長会の自治功労者表彰を受
けました。
　第２回定例会開会前に表彰が行われました。

（万円以下四捨五入）
　

平
成
30
年
度
の
予
算
が
補
正

さ
れ
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
】

●
国
民
年
金
・
社
会
福
祉
医
療

の
制
度
改
正
等
に
伴
う
シ
ス
テ

ム
改
修
費
用
の
追
加

●
鷹
栖
・
北
野
保
育
園
図
書
購

入
費
用
の
追
加
（
株
式
会
社
サ

イ
モ
ン
ズ
か
ら
の
寄
附
金
）

●
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
ー
参
加
者
受
入
れ
経
費
の
追

加●
融
雪
槽
等
設
置
補
助
金
の
追

加●
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
修

繕
費
用
の
追
加

●
鷹
栖
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
図

書
室
書
籍
購
入
費
用
の
追
加

（
一
般
の
方
か
ら
の
寄
附
金
）

　

３
件
の
条
例
改
正
が
提
案
さ

れ
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

■
鷹
栖
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
鷹
栖
町
都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
う

条
例
改
正
で
す
。

■
鷹
栖
町
就
学
前
子
ど
も
の
教

育
・
保
育
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

国
が
定
め
る
保
育
料
の
基
準

額
の
改
定
に
伴
う
条
例
改
正
で
す
。

■
鷹
栖
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
備

品
購
入
契
約

　
　
　
　

２
８
１
８
万
８
千
円

■
た
か
す
メ
ロ
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

袖
幕
更
新
契
約

　
　
　
　

１
３
３
９
万
２
千
円

■
鷹
栖
町
立
学
校
校
務
用
パ
ソ

コ
ン
の
取
得　

　
　
　
　

１
５
０
６
万
６
千
円

北海道主要農作

【３】



鷹栖地区で５月に開所した子ども発達支援事業所

日下　義朗議員

発
達
障
が
い
の
あ
る
子
供
等
の
支
援
は

関
係
機
関
が
情
報
を
共
有
し
連
携
を
図
る
（
町
長
）

　一般質問とは定例会において、各議員が住民を代表して、
行財政全般にわたり町当局の考え方や、疑問をただすことです。
　単に疑問を晴らし事実関係を明らかにするだけでなく、現
行の政策を見直し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。一般質問一般質問

【４】たかす議会だより　　　　　　　　　171 号

　
　

学
前
の
発
達
障
が
い
の
あ

　
　

る
子
供
や
そ
の
可
能
性
の

あ
る
子
供
の
早
期
発
見
と
適
切

な
支
援
の
体
制
に
つ
い
て
、
町

の
基
本
的
な
考
え
は
。

　

答
弁　　

乳
幼
児
健
診
で
発
達

相
談
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
子

育
て
相
談
支
援
室
に
相
談
員
を

配
置
し
、
必
要
に
応
じ
て
専
門

機
関
へ
つ
な
ぐ
療
育
支
援
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児

健
診
時
の
様
子
や
保
育
園
、
幼

稚
園
で
の
様
子
、
子
育
て
相
談

支
援
室
で
の
相
談
内
容
な
ど
に

つ
い
て
、
福
祉
・
教
育
の
関
係

機
関
が
情
報
共
有
に
努
め
、
切

れ
目
の
な
い
一
貫
し
た
支
援
体

制
の
構
築
と
連
携
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

質
問　　

平
成
17
年
に
施
行
さ

れ
た
発
達
障
害
支
援
法
で
は
自

治
体
の
責
務
と
し
て
発
達
障
が

い
の
あ
る
子
供
の
早
期
発
見
と

早
期
療
育
を
求
め
て
い
る
。

　

５
才
児
健
診
の
実
施
や
そ
の

後
の
支
援
体
制
の
充
実
で
、
教

育
や
子
育
て
の
し
や
す
い
町
と

し
て
の
強
み
が
持
て
る
。
５
才

児
健
診
の
推
進
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

　

答
弁　　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
て

自
宅
に
出
向
く
な
ど
、
よ
り
き

め
細
や
か
な
対
応
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

質
問　　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
は
平
成
24
年
度
に
児
童
福

祉
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
障
が

い
の
あ
る
子
供
た
ち
へ
の
新
た

な
支
援
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

本
町
に
民
間
事
業
者
に
よ
る
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設

が
５
月
24
日
に
開
設
さ
れ
た
。

施
設
運
営
の
実
態
把
握
や
組
織

連
携
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　

答
弁　　

相
談
支
援
専
門
員
と

も
連
携
し
た
事
業
所
の
実
態
把

握
、「
子
育
て
支
援
相
談
室
」

や
「
あ
っ
た
か
す
ま
い
る
」
を

活
用
し
た
組
織
連
携
を
進
め
ま

す
。

　

質
問　　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
は
障
が
い
の
あ
る
児
童
が

放
課
後
や
長
期
休
業
中
に
居
場

所
と
し
て
通
え
る
施
設
だ
が
、

町
民
や
保
護
者
に
対
し
て
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
周

知
が
不
十
分
だ
。
町
民
及
び
保

護
者
へ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
制

度
並
び
に
療
育
内
容
の
周
知
の

在
り
方
に
つ
い
て
考
え
を
伺
い

た
い
。

　

答
弁　　

保
護
者
の
方
が
自
分

の
子
供
に
適
し
た
事
業
所
を
選

択
で
き
る
よ
う
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
町
内
事
業
所
の
紹

介
に
努
め
ま
す
。

就



鷹栖町児童・生徒音楽発表会には両小学校の
４～６年生と鷹栖中の２年生が参加

片山　兵衛議員

少子化の中、教育はどうあるべきか
さらに児童数が減少すれば検討が必要（教育長）

【５】 たかす議会だより　　　　　　　　　171 号

一般質問

　
　

育
環
境
は
現
在
、
極
め
て

　
　

良
好
な
状
態
に
あ
る
が
、

今
後
さ
ら
に
進
行
す
る
少
子
化

を
ふ
ま
え
、
小
規
模
校
の
デ
メ

リ
ッ
ト
を
最
小
化
し
、
メ
リ
ッ

ト
を
最
大
化
す
る
こ
と
が
必
要
。

集
団
活
動
の
教
育
効
果
を
上
げ

る
た
め
、
両
小
学
校
の
よ
り
一

層
の
交
流
を
促
す
よ
う
な
提
言

を
す
る
考
え
は
。　

　

答
弁　　

現
時
点
で
は
音
楽
発

表
会
で
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
日
々
の
授
業
や
運
動
会
、

学
芸
会
な
ど
は
支
障
な
く
計
画

的
に
実
施
で
き
て
お
り
、
少
年

団
活
動
や
小
学
校
国
内
交
流
事

業
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
や
チ
ャ

レ
ン
ジ
合
宿
な
ど
で
も
両
校
児

童
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
人
数
が
減
っ
て
来

た
場
合
に
は
、
そ
う
い
う
こ
と

も
鑑
み
な
が
ら
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

質
問　　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
導
入
も
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
す
で
に
同
様
の
制
度
は

存
在
し
て
い
る
。
地
域
住
民
の

関
心
を
喚
起
す
る
た
め
、
学
校
、

地
域
住
民
、
行
政
の
３
者
が
意

見
を
ぶ
つ
け
、
力
を
出
し
合
い
、

協
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

　

答
弁　　

今
後
は
中
身
を
深
め
、

地
域
の
方
に
支
援
い
た
だ
き
、

総
が
か
り
で
子
供
た
ち
を
見
守

り
、
子
供
た
ち
と
一
緒
に
い
ろ

い
ろ
な
事
業
が
展
開
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

２
０
２
２
年
に
は
鷹

栖
小
の
入
学
予
定
者
数
は
７
名
、

そ
の
後
も
両
小
学
校
の
児
童
数

に
偏
り
が
あ
る
状
態
が
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

保
護
者
や
本
人
が
希
望
す
る

こ
と
が
前
提
に
な
る
が
、
で
き

る
だ
け
良
い
状
態
で
２
校
を
維

持
す
る
た
め
、
校
区
を
柔
軟
に

と
ら
え
、
対
応
す
る
考
え
は
。

　

答
弁　　

学
校
選
択
制
の
導
入

は
小
規
模
校
の
児
童
を
増
や
す

こ
と
に
関
し
て
は
、
有
効
な
手

段
と
思
い
ま
す
が
、
現
時
点
で

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
子
供
た

ち
が
減
少
し
、
１
学
級
が
保
て

な
く
な
る
と
い
う
形
に
な
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

質
問　　

８
総
に
倣
い
、
10
年

先
を
見
据
え
た
教
育
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
討
論
の
場
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

答
弁　　

丁
寧
な
議
論
を
行
う

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
現

時
点
に
お
い
て
は
具
体
的
な
討

議
の
場
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

現
状
の
把
握
と
調
査
研
究
を
進

め
、
教
育
関
係
会
議
で
適
宜
説

明
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

質
問　　

将
来
的
に
討
議
を
行

う
タ
イ
ミ
ン
グ
は
設
定
し
て
い

る
の
か
。

　

答
弁　　

児
童
数
が
少
な
く

な
っ
た
場
合
に
は
検
討
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

少
し
で
も
早
く
、
少

し
で
も
多
く
の
町
民
を
巻
き
込

ん
で
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
。

　

答
弁　　

子
供
た
ち
は
町
を
明

る
く
し
て
く
れ
ま
す
。
行
政
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
人
た
ち
に

も
お
願
い
し
な
が
ら
、
定
住
促

進
対
策
と
あ
わ
せ
て
児
童
・
生

徒
の
確
保
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

教



　大石　隆議員

鷹
栖
地
区
市
街
地
の
空
洞
化
防
止
と
活
性
化
対
策
を

空
き
家
、
空
地
の
解
消
と
農
協
跡
地
の
活
用
を
検
討
す
る
（
町
長
）

【６】たかす議会だより　　　　　　　　　171 号

一般質問
　
　

栖
市
街
地
は
、
主
要
な
医

　
　

療
、
福
祉
、
文
化
、
行
政

な
ど
が
集
ま
っ
て
い
る
。
転
出

者
が
転
入
者
よ
り
も
多
い
状
況

が
続
き
、
大
き
な
ス
ー
パ
ー
が

無
く
な
っ
て
か
ら
は
そ
の
傾
向

は
強
ま
っ
た
。

　

新
た
な
宅
地
造
成
が
出
来
な

い
な
ら
、
今
あ
る
家
屋
、
土
地

を
流
動
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ

と
が
急
務
で
あ
る
が
、
空
き
家
、

空
地
の
解
消
は
進
ん
で
い
る
の

か
。

　

答
弁　　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
平
成
28

年
度
か
ら
、
空
き
家
・
空
き
地

解
消
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

ま
す
。
北
野
地
区
と
比
べ
鷹
栖

地
区
は
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン

ク
へ
の
登
録
率
や
成
約
件
数
が

少
な
い
状
況
で
す
。

物
件
の
流
動
化
は
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、
所
有
者
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

　

質
問　　

町
外
に
住
む
所
有
者

も
増
加
し
て
い
る
が
対
策
は
進

ん
で
い
る
の
か
。

　

答
弁　　

旭
川
市
の
宅
建
協
会

な
ど
と
連
携
し
て
、
旭
川
市
に

住
ん
で
い
る
方
に
も
意
向
確
認

や
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

６
月
に
町
内
で
行
っ

た
空
き
家
フ
ェ
ア
の
状
況
は
。

　

答
弁　
（
総
務
企
画
課
参
事
）   

14
件
の
空
き
家
だ
け
で
な
く
民

間
ア
パ
ー
ト
の
空
き
室
、
公
営

住
宅
に
つ
い
て
も
公
開
し
ま
し

た
。
今
回
は
他
の
イ
ベ
ン
ト
と

併
せ
な
い
単
独
で
の
開
催
の
た

め
、
移
住
に
対
し
て
本
気
度
の

高
い
７
組
13
名
の
方
が
来
場
し

ま
し
た
。

　

質
問　　

た
い
せ
つ
農
協
の
旧

支
所
等
跡
地
は
更
地
の
ま
ま
で

あ
る
。
市
街
地
活
性
化
、
人
口

流
出
の
防
止
に
向
け
、
早
急
に

活
用
の
方
向
性
を
出
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

地
域
住
民
が
買
い
物
を
す
る

核
と
な
る
商
店
の
誘
致
を
望
む

声
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
商
店

が
あ
る
事
は
、
既
存
の
小
商
店

に
と
っ
て
も
相
乗
効
果
が
あ
る

と
考
え
る
が
。

　

答
弁　　

地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
、
行
政
と
連
携
し
て
取
り

組
み
た
い
と
の
農
協
の
意
向
を

確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
が
地
域
活
性
化
の

た
め
店
を
活
用
す
る
と
い
う
意

識
を
持
た
な
け
れ
ば
商
店
は
継

続
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
民
間
活

用
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。

　

長
期
的
な
視
点
で
、
農
協
跡

地
以
外
の
活
用
で
き
る
土
地
も

含
め
て
鷹
栖
地
区
の
市
街
地
の

あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

第
８
次
総
合
振
興
計
画
（
平
成

32
年
度
〜
平
成
41
年
度
）
策
定

作
業
の
中
で
、
具
体
的
な
対
応

策
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

鷹

空き家見学フェアでは役場前に移住相談窓口を
開設しました。



　青野　敏議員

新たなサービス付き高齢者向け住宅の計画は
高齢者向け住宅を検討する（町長）
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一般質問

　
　

齢
化
社
会
を
迎
え
て
、
誰

　
　

も
が
生
き
が
い
を
持
ち
、

住
み
慣
れ
た
環
境
で
生
涯
元
気

に
安
全
で
安
心
し
た
暮
ら
し
を

す
る
こ
と
が
町
民
全
て
の
願
い

で
あ
る
。

　

制
度
改
正
に
よ
り
要
介
護
２

以
下
の
方
は
、
特
別
養
護
老
人

施
設
へ
の
新
規
入
所
が
原
則
で

き
な
く
な
っ
た
。
鷹
栖
町
で
は

地
域
事
業
者
と
連
携
・
協
力
し

て
、
北
野
地
区
に
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
「
ぬ
く
も

り
の
家
た
か
ほ
」
を
建
設
し
、

当
面
の
入
居
希
望
者
の
要
望
に

応
え
た
が
、
全
て
の
希
望
者
の

受
入
れ
は
出
来
て
い
な
い
。

　

今
後
、
要
介
護
、
要
支
援
者

の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
が
、
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向

け
住
宅
の
計
画
は
。

　

ま
た
、
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
に
は
、
24

時
間
介
護
支
援
員
を
配
置
す
る

小
規
模
多
機
能
施
設
の
併
設
が

ベ
ス
ト
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

答
弁　　
「
ぬ
く
も
り
の
家
た

か
ほ
」
は
現
在
18
戸
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
鷹
栖
さ
つ
き

苑
」
50
床
、
地
域
密
着
型
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ぬ
く
も
り

の
家
え
ん
」
20
床
、
多
機
能
型

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
な
ご
み
の

家
」
18
床
、
す
べ
て
満
室
で
入

居
待
機
者
が
い
ま
す
。

　

施
設
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方

が
い
る
一
方
、
在
宅
で
の
生
活

を
望
ま
れ
自
宅
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
生
活
し
、
在
宅
支
援
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
介
護
保

険
制
度
の
最
も
重
要
な
テ
ー
マ

で
す
。

　

高
齢
者
人
口
の
推
移
や
住
宅

の
形
態
、
町
の
財
政
状
況
も
考

慮
し
た
上
で
、
公
設
民
営
な
ど

民
間
活
力
等
も
視
野
に
入
れ
高

齢
者
向
け
住
宅
の
検
討
を
し
ま

す
。

　

質
問　　

本
町
で
今
一
番
必
要

な
の
は
、
個
人
の
健
康
に
対
す

る
意
識
改
革
と
、
介
護
予
防
運

動
施
設
「
コ
レ
カ
ラ
」
で
見
ら

れ
る
住
民
相
互
の
支
え
合
い
の

姿
で
は
。

　

答
弁　　

鷹
栖
町
民
に
は
生
活

習
慣
病
、
心
疾
患
が
重
症
化
し

て
か
ら
医
療
機
関
を
受
診
す
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
、
保
健

師
が
積
極
的
に
地
域
に
出
向
く
、

顔
の
見
え
る
保
健
指
導
体
制
の

強
化
、
特
定
健
診
未
受
診
者
へ

の
受
診
勧
奨
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

町
民
の
意
識
と
リ
ハ
ビ
リ
体

操
指
導
士
や
コ
レ
カ
ラ
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
通
じ

た
お
互
い
が
支
え
合
う
意
識
を

高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

質
問　　

高
齢
の
方
（
原
則
65

歳
以
上
）
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
介
護
支
援
を
行
っ
た
場
合

に
、
換
金
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
介
護

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

答
弁　　

助
け
合
い
・
支
え
合

い
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
お

互
い
様
づ
く
り
行
動
計
画
の
中

で
も
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
自
主
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
定
着
し
て
い
る
本
町

に
お
い
て
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
は
、
現
段
階
で
は

慎
重
に
判
断
す
る
べ
き
と
考
え

て
い
ま
す
。

高

サービス付き高齢者向け住宅「たかほ」
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第３回臨時会
４月24日に開催された臨時会において、債権放棄の報告、
平成29年度一般会計補正予算の専決処分の承認、消防団
安全装備品の取得について審議し、可決しました。

第４回臨時会
５月31日に開催された臨時会において、専決処分の報告、
条例の改正、一般会計及び特別会計補正予算、特別功労者
の選考同意について審議し、可決しました。

■債権放棄の報告について
■平成29年度鷹栖町一般会計補正予算の専決処分の承認を求めることについて
■消防団安全装備品の取得について

■自動車事故による和解及び損害賠償額の決定に係る専決処分の報告について
■鷹栖町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
■平成30年度鷹栖町一般会計補正予算（第１号）について
■平成30年度鷹栖町国民健康保険（事業勘定）特別会計補正予算（第１号）について
　平成30年度予算が補正されました。内容は以下のとおりです。

■鷹栖町特別功労者の選考同意について
　消防団員として34年間活動された、藤原　克元氏（22線15号）の選考に同意しました。

 ふじ わら かつ もと

一　般　会　計

国民健康保険

一般会計

特別会計

衛 生 費

土 木 費

教 育 費

546万円

85万円

242万円

219万円

△823万円

補　正　額

58億7800万円

大雪等による施設修繕費用の追加

執行見込みによる減額、償還金の追加等

補正前の額

58億8346万円

8億1142万円 8億319万円

補正後の額

内訳

（万円未満四捨五入）

全
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会

７
月
３
日　

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

歴
史
は
万
人
が
活
用
で
き
る

が
、
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
こ

と
が
必
要
。

　

議
員
に
は
充
分
な
情
報
が
な

く
て
も
決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
面
も
あ
る
が
、
そ
こ
で

も
歴
史
が
参
考
に
な
る
。
未
来

は
過
去
と
現
在
の
線
上
に
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
き
て
い

る
今
こ
そ
過
去
を
検
証
し
、
今

後
を
想
定
し
た
議
論
を
し
て
い

く
べ
き
と
明
治
維
新
の
歴
史
の

話
と
と
も
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
自

民
党
総
裁
選
で
の
安
倍
総
理
３

選
は
ま
ず
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

憲
法
改
正
も
困
難
な
状
況
だ
が

妥
協
点
を
探
っ
て
い
く
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
ど
う

な
る
か
が
分
か
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
地

方
は
政
局
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
政
府
に
意
見
し
て
い
く

よ
う
な
姿
勢
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
で
こ
そ
地
方
分
権
と
呼
べ

る
の
で
は
な
い
か
と
語
ら
れ
ま

し
た
。

「
明
治
維
新
か
ら
１
５
０
年
、

　

現
在
そ
し
て
未
来
を
考
え
る
」

歴
史
家
・
作
家　
　
　

加
来　

耕
三
氏

「
現
代
日
本
政
治
と

　
　
　
　
　
　

政
局
の
ゆ
く
え
」

日
本
大
学
法
学
部　　
　

教
授　

岩
井　

奉
信
氏

講
師

講
師
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■
農
業
交
流
セ
ン
タ
ー

あ
っ
た
か
フ
ァ
ー
ム

　

平
成
30
年
春
に
開
設
し
た

「
あ
っ
た
か
フ
ァ
ー
ム
」
は
新

規
就
農
希
望
者
の
研
修
受
入
れ

を
中
心
に
、
地
域
の
担
い
手
育

成
、
農
育
・
食
育
等
の
機
能
も

持
ち
、
I
C
T
農
業
の
モ
デ
ル

設
置
な
ど
を
目
的
と
し
た
多
機

能
施
設
で
す
。あ
っ
た
か
フ
ァ
ー

ム
研
修
生
は
毎
年
公
募
さ
れ
、

１
年
目
は
あ
っ
た
か
フ
ァ
ー
ム

で
の
基
礎
研
修
、
２
年
目
は
受

入
農
家
で
の
実
践
研
修
を
行
い
、

２
年
間
の
研
修
を
経
て
就
農
定

着
を
目
指
し
ま
す
。
今
後
の
更

な
る
農
業
振
興
・
推
進
の
拠
点

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
こ
ら
い
ず
た
か
す

　

鷹
栖
地
区
に
開
所
し
た
こ
ら

い
ず
た
か
す
は
、
０
歳
か
ら
中

学
３
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
、

子
ど
も
発
達
支
援
事
業
所
で
す
。

保
育
園
や
幼
稚
園
、
学
校
の
生

活
に
適
応
し
て
い
く
力
を
伸
ば

す
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
の
個

性
や
特
徴
、
課
題
に
応
じ
た
個

別
支
援
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
へ
の
相
談
支
援

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
約
30
人
の
子
ど
も
た
ち

が
利
用
し
て
お
り
、
増
え
つ
つ

あ
る
発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
ま
す
。

■
地
域
食
堂
あ
え
ー
る

　

ぬ
く
も
り
の
家
「
た
か
ほ
」

内
の
「
地
域
食
堂
あ
え
ー
る
」

で
は
、
働
き
た
い
け
ど
な
か
な

か
働
け
ず
に
い
る
方
を
対
象
と

し
て
「
は
た
ら
く
き
っ
か
け
応

援
事
業
」
に
よ
る
、
就
職
に
向

け
た
準
備
（
皿
洗
い
・
接
客
・

配
膳
等
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
環
で
「
ほ
っ
と
カ

フ
ェ
」
が
７
月
18
日
か
ら
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
（
毎
週
水
曜
日

10
時
〜
12
時
）。
事
業
対
象
者

２
名
に
サ
ポ
ー
タ
ー
３
名
体
制

で
す
。
就
職
準
備
の
中
間
就
労

と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
他
の
調
査
箇
所

　
■
第
５
分
団
詰
所
改
修
工
事

　

北
成
地
区
に
あ
る
消
防
団
の

詰
所
の
工
事
箇
所
を
確
認
し
ま

し
た
。

■
パ
レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ

　

新
設
さ
れ
た
管
理
棟
周
辺
を

視
察
し
ま
し
た
。

■
水
稲
生
育
状
況

　

７
月
１
日
現
在
の
生
育
状
況

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
説
明

に
よ
る
と
今
年
は
平
年
と
比
べ

２
日
遅
れ
で
す
。

■
鷹
栖
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

　

11
月
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
に
向

け
て
建
設
中
の
鷹
栖
地
区
住
民

セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

事業の成果をこの目で確認！事業の成果をこの目で確認！
総務文教・経済福祉常任委員会　合同町内所管事務調査

【９】

平成30 年７月12日（木）に町内所管事務調査を行いました。今年度は両常任委員会合同での開催。
町内各所を回り、各担当課職員の説明を受けながら現地を確認しました。
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研修後、広報広聴常任委員会でも検討し、できる
だけ早く編集方針を策定することに決まりました。
よりよい議会報を目指し、現在策定作業中です。

今号９ページではご意見を意識しました。
今後も議事に関連した町内の施設をなる
べく詳しくご紹介したいと思います。

　昨年の全国町村議会広報研修会に続き、今年も全国を対象にした研修に参加し
ました。前半で編集方針の必要性についての講義があり、後半でクリニックがあ
りました。今回のクリニックには 4 紙しか申込していなかったため、全道での研
修よりも詳しくチェックしてもらうことができました。

。



　地域の皆さまと町議会議員が顔と顔を合わ
せ、議会に対する意見や提言などをお聞きし、
これからの鷹栖の町づくりに活かしていこう
という目的のもと毎年開催しています。
　議会、子育て、福祉、健康、農林業、商工業、
教育など自由なご意見をお聞かせください。

※小団体やサークルで開催希望がありました
ら、お気軽にご連絡ください。

◎お問い合わせ
　　　　　　鷹栖町議会事務局　☎ 87-2111

2018

８月28日（火）18：30～

８月29日（水）18：30～

８月30日（木）18：30～

８月31日（金）18：30～

９月３日（月）18：30～

【北野地区】

北野地区住民センター

【北成地区】

北成地区住民センター

【中央地区】

中央地区住民センター

【北斗地区】

北斗地区住民センター

【鷹栖地区】

プラザ・クロス１０

鷹栖町議会活性化委員会　主催

【11】 たかす議会だより　　　　　　　　　171 号

　平成29年度決算審査があり、町の
お金がどのように使われたのかチェック
を行います。

　多くの方の傍聴をお待ちしております。

お知らせ

平成３０年第３回定例会は

9 月 11日（火）～ 13日（木）
※議事の進行状況により日程が早まる場合があります。

議会のうごき 2018.5.1～2018.7.31

●全体
・議員協議会　５月24日、６月19日
・第４回議会臨時会　５月31日
・第２回議会定例会　６月19日
・全道町村議会議員研修会　７月３日

●総務文教常任委員会
・委員会　５月31日、６月６日
・町内所管事務調査　７月12日

●経済福祉常任委員会
・委員会　５月31日、６月５日
・町内所管事務調査　７月12日

●広報広聴常任委員会
・委員会　６月19日、７月５日・13日・20日
・町村議会広報クリニック　７月11日

●議会運営委員会
・委員会　６月８日

●議会活性化委員会
・役員会　７月12日・20日・26日



【12】

ぬくもりの家たかほ内の地域交流ス
ペースあえーるでほっと○○○が
オープンしました。
８月の最終週から地域を○○○会を
開催します。

平成30年第３回定例会では、平成
29年度○○審査があります。

《応募方法》
クイズの答え・住所･氏名･年齢をお書きのうえ、
郵送、FAX、Eメールでご応募ください。
孔雀草を読んだ感想や、議会へのご意見等も
お書き添えいただければ幸いです。
全問正解者の中から抽選で３名の方に商品券
1000円分をお送りします。（当選者の発表は発
送をもって代えさせていただきます。）前回は
６名の方にご応募いただきました。ありがとう
ございました。
《あて先》
　〒071-1292
　鷹栖町南１条３丁目　議会事務局 宛
　FAX 0166-87-2196　
　　　gikai@town.takasu.lg.jp
《しめきり》
　平成30年８月31日 （金）消印有効

【個人情報の取り扱いについて】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ご記入いただきました個人情報は、賞品発送とそれにかかる業務のみに利用します。

くじゃくそ うくじゃくそ う ク イズク イズ

○に当てはまる言葉を入れてください。
次の問題に答えよう

ヒント
この議会だより「孔雀草」の中に答えがあるので、探してみてね。

１．問

２．問

３．問

鷹
栖
町
議
会

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら

〒071-1292

北
海
道
上
川
郡
鷹
栖
町
南
１
条
３
丁
目
５
番
１
号

TEL 0166-87-2111
FAX 0166-87-2196

　
　

gikai@
tow
n.takasu.lg.jp

■　わたしの一言　■
「新規就農の取り組み」

「明るい未来の話」

田浦　大輔 さん
（北野・西町内会）

加藤　稔 さん
 か とう みのる

 た うら だい すけ

（中央・豊央町内会）

　前回は過疎地域の魅力と地域おこ
し協力隊について書かせていただき
ました。私は移住３年目で、年に半
年ほど海外で生活し、海外でも鷹栖
の面白い事をしている人の情報を
ＳＮＳでダイレクトに見ることができ
ます。現地スタッフに紹介すると「見
てみたい、会ってみたい」と言う人
が沢山います。その情報を取りまと
め英語や中国語で情報提供できれば、
より多くの人に鷹栖の魅力を拡散で
きると思いました。
　突然ですが人口の0.1%は日本で
12万人、世界では700万人になります。

たった一枚の写真が社会現象となり
人が押し寄せる時代に0.1%の人に
響く情報をいち早く配信できれば、
低コストで鷹栖の魅力を世界に提供
できます。また民泊などと連携し情
報に興味を持った人に来町してもら
う事で、鷹栖の明るい未来が見えて
くるような気がします。
　ただ他の自治体の成功を真似して
も内々でしか盛り上がらないダンス
動画の様に鈍い光しか放ちません。
鷹栖ならではの人の魅力を再考し、
「明るい未来の話」ができる鷹栖町
になる事を期待します。

　私は新規就農者として鷹栖町に移
住し地域の皆様に支えられ10年が経
ちます。農業者としてはまだまだ未
熟ですが、今回研修生を受け入れる
事になりました。研修生の農業に対
する思いや熱意を聞いていると昔の
自分自身を思い出します。私が就農
した時は研修施設も研修先もありま
せんでしたが、今では多目的農業研
修施設「あったかファーム」も設立
され新規就農に対しての取り組みも
始まりました。
　研修・指導等は充実してきました

が、独立に向けての取り組みはまだ
課題があるようです。離農する方と
就農者をマッチングする計画もあり
ますが、件数が少ないことや、お互
いが希望する条件・作目等がうまく
適合するか細かい調整も必要になり
ます。新規就農の難しさは研修より
も独立に向けての取り組みと独立後
に採算が取れるように経営すること
だと思います。課題や問題はありま
すが、若い力で困難を克服し担い手
として鷹栖町の農業を盛り上げてほ
しいですね。
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